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資治通鑑 第 195 卷  

【唐紀十一】 起強圉作噩五月，盡上章困敦，凡三年有奇。 

■唐、突厥突厥、続国訳漢文大成 経子史部 第 11巻 198p 

太宗文武大聖大廣孝皇帝中之上貞觀十一年（丁酉，６３７年） 

【貞観の治、側近との問答】 

■［善を欲する之志は昔時に及ばず］五月，壬申（8+60-20+1=４９日、壬辰 28-20+1=９日ではないか），

魏徵は上疏し，以為く、 

「陛下は善を欲する之志は昔時に及ばず，過ちを聞きて必ず改めること少なく曩
のう

日
じつ

よりも虧
か

く，譴罰
けんばち

は

積みて多く，威怒は微
すこ

しく厲
はげ

し。乃ち知る、貴は期せずして驕り，富は期せずして侈る（書経周官に曰く、位

は期せずして驕り、祿は期せずして侈ると。貴は驕と期せずして驕自ら至り、富は侈と期せずして侈自ら至るなり）とは，虛言に非

ざる也。且つ隋之府庫、倉廩、戶口、甲兵之盛んなるを以て，之を今日に考えるに，安んぞ擬倫するを得

んや！然るに隋は富強を以て之を動かし而して危く，我は寡弱を以て之を靜め而して安し。安危之理は，

皎然として目に在り。昔隋之未だ亂れざる也，自ら必ず亂無しと謂う。其の未だ亡びざる也，自ら必ず亡

びずと謂う。故に賦役は窮まり無く，征伐は息まず，以て禍いが將に身に及ばんとするに至り而るに尚ほ

未だ之を寤
さと

らざる也。夫れ形を鑒
かんが

みるに止水に如くは莫く，（11-199p）敗を鑒みるは亡國に如くは莫し。

伏して願わくは鑒を隋に取り，奢を去りて約に從い，忠を親しみ佞を遠ざけんことを，當今之無事を以

て，疇昔之恭儉を行えば，則ち善を盡くし美を盡くし，固
まこと

に得而して稱する無し焉。夫れ之を取るは實

に難く，之を守るは甚だ易し，陛下は能く其の難き所を得たり，豈に其の易き所を保つ能わず乎！」 

■［溫彥博は薨ず］六月，右僕射の虞恭公の溫彥博は薨ず。彥博は久しく機務を掌り，知れば為さざる無

し。上は侍臣に謂って曰く、 

「彥博は憂國之故を以て，精神は耗竭し，我は其の逮ばざるを見，已に二年矣，恨むらくは其の安逸を縱

にせず，竟に天年を夭す！」 

■丁巳（53-50+1=４日），上は明德宮に幸す。 

■［世襲刺使］己未（55-50+1=６日），荊州都督の荊王の元景等二十一王に詔し任ずる所の刺史は，咸な

子孫をして世襲せ令む。戊辰（4+60-50+1=１５日），又た功臣の長孫無忌等十四人を以て刺史と為し，亦

た世襲せ令め，大故有るに非ざれば，黜免するを得る無からしむ。己巳（5+60-50+1=１６日），許王の元

祥を徙して江王と為す。 

■［洛陽宮の水害］秋，七月，癸未（19-19+1=１日），大雨ふる，穀、洛（禁苑の中に会す二水）は溢れ洛陽宮

に入り，官寺、民居を壞し，溺死者は六千餘人。 

■［魏徴の諫言］魏徵は上疏す，以為く、 

「《文子》（漢書藝文志に曰く、老子の弟子、孔子と時を同じくすと）曰く、『同じく言い而して信ぜられるは，信は言の

前に在り。同じく令し而して行われるは，誠に令の外に在り。』王道休明より，十有餘年，然るに而して

德化は未だ洽
あまね

かざる者，下を待つ之情は未だ誠信を盡くさざるに由る故也。今政を立て治を致し，必ず

之を君子に委ねる。事に得失有れば，或は之を小人に訪ねる。其の君子を待つ也、敬し而して疏んじ，小

人を遇する也、輕んじ而して狎
な

れる。狎
な

れ則ち言は盡くさざる無し，疏んじれば則ち情は上に通じず。夫

れ中智之人は，豈に小慧無からんや！然れども才は經國に非ず，慮は遠きに及ばず，力を竭くし誠を盡く
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すと雖も，猶ほ未だ敗有るを免れず。況んや內に奸宄を懷くをや，其の禍いは豈に深からず乎！夫れ君子

と雖も小過無き能わず，苟くも正道に害あらざれば，斯れ略す可し矣。既に之を君子と謂い而して復た其

の不信を疑えば，何ぞ直木を立て而して其の影之曲るを疑うに異ならん乎！陛下は誠に能く慎みて君子

を選び，禮を以て之を信用すれば，何ぞ治まらざるを憂えんや！然らざれば，危亡之期，未だ保す可から

ざる也。」 

上は手詔を賜いて褒美して曰く、 

「昔晉の武帝は吳を平らげる之後，志意は驕怠し，何曾の位は台司を極め（87 巻晋の懐帝永嘉三年にあり），直

諫する能わず，乃ち私に子孫に語り，自ら明智に矜る，此れ不忠之大なる者也。公之諫めを得，朕は過ち

を知る矣。當に之を幾案（続は几案）に置き以て弦（董安子）、韋（西門豹）に比すべし（以て自ら警むるをいう）。」 

■［水害被災者の救援］乙未（31-19+1=１３日），車駕は洛陽に還り，詔す、 

「洛陽宮の水の毀す所と為る者は，少しく修繕を加え，才
わずか

に居る可から令む。自外（其の余）の衆材は，

城中の廬舍を壞れる者に給す。百官に令す、各々封事を上り（11-200p），朕の過ちを極言すべし。」 

壬寅（38-19+1=２０日），明德宮及び飛山之玄圃院を廢し，水に遭える者に給す。 

■［帝の遊獵の是非］八月，甲子（60-49+1=１２日），上は侍臣に謂って曰く、 

「封事を上る者は皆な、朕の遊獵は太だ頻りなりと謂う。今天下は無事なるも，武備は忘れる可からず，

朕は時に左右と後苑に獵するも，一事の民を煩わす無し，夫れ亦た何ぞ傷まん！」 

魏徵は曰く、 

「先王は惟だ其の過ちを聞かざるを恐れる。陛下は既に之をして封事を上り，止（続は正）に其の陳述を

恣
ほしいまま

にするを得使む。苟くも其の言は取る可くんば，固に國に益有り。若し其れ取る無しとも，亦た損

する所無し。」 

上は曰く、 

「公の言は是
ぜ

也。」 

皆な勞し而して之を遣る。 

■［馬周の上疏、朝廷永遠の策］侍御史の馬周は上疏す，以為く、 

「三代より漢に及ぶまで，歷年多き者は八百，少き者は四百に減ぜず，良
まこと

に恩は人心を結び，人は忘れ

る能わざるを以ての故也。是より以降，多き者は六十年，少なき者は才に二十餘年，皆な人に恩無く，本

根は固からざるが故也。陛下は當に禹、湯、文、武之業を隆にし，子孫の為に萬代之基いを立つべし，豈

に但だ當年を持し而して已むを得んや！今之戶口は隋之什の一に及ばず，而して役を給する者は兄去り

弟還り，道路は相い繼ぐ。陛下は恩詔を加え，之をして裁損せ使むと雖も，然も營繕休まざれば，民は安

んぞ息むを得ず！故に有司は徒らに文書を行い，曾て事實無し。昔漢之文、景は，恭儉して民を養い，武

帝は其の豐富之資を承け，故に能く奢りを窮め欲を極め而も亂に至らず。向に高祖之後に即ち武帝に傳

え使め，漢室は安んぞ久しく存ずるを得ん乎！又た，京師及び四方は、造る所の乘輿の器用及び諸王、妃、

主の服飾は，議者は皆な以て儉と為さず。夫れ昧爽丕
おお

いに顯かなるも，後世猶ほ怠る（左傳に、晋の叔向かう、

讒鼎の銘を引き、以て言と為す。杜預の注に曰く、昧旦は早起なり、丕は大なり。凪に興きて以て務めて大に顯かなれども、後世猶ほ懈

怠するを言うと），陛下は少きとき民間に居り，民の疾苦を知り，尚ほ復た此くの如し，況んや皇太子は深宮

に生長し，外事を更ざるをや，萬歲之後に，固に聖慮の當に憂う所也。臣は古より以來を觀るに，百姓は

愁怨し，聚まりて盜賊と為り，其の國未だ亡びざる者有らず，人主は追改せんと欲すと雖も，復た全くす

能わず。故に當に修む可き之時に修むべし，之を既に失う之後に悔いる可からざる也。蓋し幽、厲（周の
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二王）嘗て桀、紂を笑う矣，煬帝も亦た周、齊を笑う矣，後之今を笑うことをして今の煬帝を笑うが如く

なら使む可からざる也！貞觀之初め，天下は饑歉（一穀の升らざるをいう）し，斗米匹絹に直たる，而るに百姓

怨まざる者，陛下の憂念し忘れざるを知る故也。今比年豐穰にして，匹絹粟十餘斛を得，而るに百姓怨咨

する者，陛下の復た之を念わず，多く不急之務めを營むを知る故也。古より以來，國之興亡は，畜積の多

少を以てせずして，百姓の苦樂に在り。且つ近事を以て之を驗し，隋は洛口倉に貯め而して李密は之に因

り，東都は布帛を積み而して世充は之を資として，西京の府庫も亦た國家之用と為り，今に至りて未だ盡

きず。夫れ畜積は固より無かる可からず，要ず當に人餘力有り，然る後に之を收むべし，強いて斂めて以

て寇敵に資す可からざる也。夫れ儉以て人を息む，（11-201p）陛下は已に貞觀之初めに於いて親しく履行

する所なり，今日に在りて之を為すこと，固より難からざる也。陛下は必ず久長之謀を為さんと欲すれ

ば，必ずしも遠く上古に求めず，但だ貞觀之初めの如くするならば，則ち天下幸甚なり。陛下は諸王を寵

遇し（時に魏王泰は帝に寵遇あり、故に周の言は之に及ぶ），頗る厚きに過ぎる者有り，萬代之後，深く思わざる可か

らざる也。且つ魏の武帝は陳思王を愛す（事は漢の獻帝紀及び魏の文帝紀にあり），文帝の即位に及び，諸王を囚禁

し，但だ縲（黒索）紲（続は絏攣。古来獄では黒索を以て罪人を拘攣す）無き耳。然らば則ち武帝は之を愛す，適々之

を苦しむ所以也。又た，百姓の治安の所以は，唯だ刺史、縣令に在り，苟くも選用は人を得れば，則ち陛

下は以て端拱（端居して手を拱ねく）して為す無かる可し。今朝廷は唯だ內官を重んじ而して州縣之選を輕ん

じ，刺史は多く武人を用い，或は京官は職に稱わずして始めて外任に補し，邊遠之處は，人を用いること

更に輕し。百姓の未だ安ぜざる所以は，殆んど此に由る。」 

疏は奏せられ，上は善しと稱し之れ久し。侍臣は謂って曰く、 

「刺史は，朕は當に自ら選ぶべし。縣令は，宜しく京官五品已上に詔して各々一人を舉げしむべし。」 

■冬，十月，癸丑（49-48+1=２日），詔して勳戚の亡せる者は皆な山陵に陪葬す。（唐の制では、凡そ功臣密戚は

陵に陪して葬らんと請う者は之を聴す。文武を以て分けて左右と為して列す） 

■［群豕を自ら射る］上は洛陽苑（都城の西、北は北邙、西は孝水、南は汾水の支渠、穀洛二本その間に会す。東面 17里、南

面 39 里、西面 50 里、北面 20 里、周囲 126 里）に獵し，群豕（猪）有りて林中より突出し，上は弓を引きて四發し，

四豕を殪す。豕有り突き前みて，馬鐙に及ぶ。民部尚書の唐儉は馬より投じて之を搏ち，上は劍を拔いて

豕を斬り，顧みて笑いて曰く、 

「天策長史（武徳中に帝は天策上將府を開き、唐儉を以て長史となす）は上將が賊を擊つを見ず邪，何ぞ懼れる之甚だ

しきや！」 

對えて曰く、 

「漢の高祖は馬上を以て之を得れども（漢の陸賈が高祖を諫めし言を言う），馬上を以て之を治めず。陛下は神武

を以て四方を定め，豈に復た雄心を一獸に逞しくせんや！」 

上は悅び，之が為に獵を罷み，尋いで光祿大夫を加える。 

■［柳范の愚直な諫言］安州都督の吳王の恪は數々畋獵に出で，頗る居人を損す。侍御史の柳范は之を奏

彈す。丁丑（13+60-48+1=２６日），恪は坐して免官せられ，戶三百を削る。上は曰く、 

「長史の權萬紀は吾が兒に事え，匡正する能わず，罪は死に當たる。」 

柳范は曰く、 

「房玄齡は陛下に事え，猶ほ畋獵を止める能わず，豈に獨り萬紀を罪するを得んや！」 

上は大いに怒り，衣を拂い而して入る。之久しく，獨り范を引いて謂って曰く、 

「何ぞ我を面折するや？」 
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對えて曰く、 

「陛下は仁明なり，臣は敢えて愚直を盡くさざればあらず。」（古語に曰く、君仁なれば則ち臣直なりと。又曰く、君明

なれば則ち臣直なりと。故に柳范はこう言う） 

上は悅ぶ。 

■十一月，辛卯（27-18+1=１０日），上は懷州に幸す。丙午（42-18+1=２５日），洛陽宮に還る。 

■故の荊州都督の武士擭の女は，年は十四，上は其の美しきを聞き，召して後宮に入れ，才人と為す。

（11-202p） 

 

太宗文武大聖大廣孝皇帝中之上貞觀十二年（戊戌，６３８年） 

■［三品已上は親王に下車せず］春，正月，乙未（21-17++1=５日），禮部尚書の王珪は奏す、 

「三品已上の親王に路に遇いて皆な乘を降るは，禮に非ず。」 

上は曰く、 

「卿輩は苟くも自ら崇貴にして，我が諸子を輕んじるや。」 

特進の魏徵は曰く、 

「諸王は位は三公に次ぐ，今三品は皆な九卿、八座なり，王の為に乘を降るは，誠に宜當なる所に非ず。」 

上は曰く、 

「人生の壽夭は期し難し，萬一太子に不幸あれば（胡三省曰く、時に太子承乾に足疾有り、魏王泰は太宗に寵有り、此の

言は固と泰を以て承乾に代えるの心有るなりと），安んぞ諸王の他日公の輩之主と為らざるを知らん！何ぞ之を輕ん

じるを得んや！」 

對えて曰く、 

「周より以來，皆子孫は相い繼き，兄弟を立てず，庶孽之窺窬を絕ち，禍亂之源本を塞ぐ所以なり，此れ

國を為す者の深く戒める所也。」 

上は乃ち珪の奏に從う。 

■［山東の人士の査定］吏部尚書の高士廉、黃門侍郎の韋挺、禮部侍郎の令狐德葇、中書侍郎の岑文本は

《氏族志》を撰して成り，之を 上
たてまつ

る。是より先，山東の人士の崔、盧、李、鄭の諸族は，好みて自ら地

望に矜り，累葉（累代）は陵夷（次第に衰徴）すると雖も，苟くも他族は與に昏姻を為さんと欲し，必ず多く

財幣を責め，或は其の鄉里を捨て而して妄りに名族を稱し，或は兄弟列を齊
ひと

しくし而して更に妻の族を

以て相い陵
しの

ぐ。上は之を惡み，士廉等に命じて遍く天下の譜諜（系譜）を責め，諸を史籍に質
ただ

し，其の真偽

を考え，其の昭穆を辨じ，其の甲乙を第し，忠賢を褒進し，奸逆を貶退し，分けて九等と為す。士廉等は

黃門侍郎の崔民幹を以て第一と為す。上は曰く、 

「漢の高祖は蕭、曹、樊、灌と皆な閭閻の布衣より起こり，卿が輩は今に至るまで推仰し，以て英賢と為

す，豈に世祿に在らん乎！高氏は偏して山東に據り，梁、陳は僻して江南に在り，人物有りと雖も，蓋し

何ぞ言うに足りん？況んや其の子孫の才行は衰薄し，官爵は陵替す，而るに猶ほ卬然として門地を以て

自負し，松檟（ひさぎ、木の名前）を販鬻（販売）し，富貴に依托し，廉を棄て恥を忘れ，世人の何為れぞ之

を貴とするを知らず！今三品以上は，或は德行を以てし，或は勳勞を以てし，或は文學を以てし，位を貴

顯に致す。彼の衰世の舊門は，誠に何ぞ慕うに足りんや！而るに與に昏（婚）を為すを求め，多く金帛を

輸
おく

ると雖も，猶ほ彼の偃蹇（奢る）する所と為り，我は其の解（説、理由）の何なるかを知らざる也！今訛謬
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を釐正し，名を捨てて實を取らんと欲す，而るに卿が曹は猶ほ崔民幹を以て第一と為す，是れ我が官爵を

輕んじ而して流俗之情に徇う也。」 

乃ち更に命じて刊定し，專ら今朝の品秩を以て高下を為さしむ。是に於いて皇族を以て首と為し，外戚は

之に次ぐ。崔民幹を降して第三と為す。凡そ二百九十三姓，千六百五十一家，天下に頒
わか

つ。 

 

【長安へ帰還途中の観光】 

■［黄河の砥柱を見学］二月，乙卯（51-46+1=６日），車駕は西（長安）に還る。癸亥（59-46+1=１４日），

河北（帰り道に立ち寄る。河北県。漢晋には河東郡に属し北魏は河北郡を置く。隋は郡を廃して復た県と為し、蒲州に属す）に幸し，

砥柱（底柱、黄河の中のそびえ立つ岩、現・河南省三門峡市陝州区の三門峡ダム下）を觀る。 

■甲子（60-46+1=１５日），巫州（四川省東川道巫山県、現・湖南省懐化市一帯）の獠は反し，夔州都督の齊善行は

之を敗り，男女三千餘口を俘とす。 

■［鹽池の見学、趙元楷を責める］乙丑（1+60-46+1=１６日），上は禹廟（禹は安邑に都す。後人は廟を其の地に立

てる。安邑に鹽池有り）を祀る。丁卯（3+60-46+1=１８日），柳谷に至り，鹽池（現・山西省運城市塩湖区）を觀る。

庚午（6+60-46+1=２１日），蒲州（黄河そばの蒲津、現・山西省運城市永済市）に至り，刺史の趙元楷は父老に課し

て黃紗單衣を服して車駕を迎えしめ，（11-203p）盛に廨捨樓觀を飾り，又た飼羊百餘口、魚數百頭を以て

貴戚に饋る。上は之を數
せ

めて曰く、 

「朕は河、洛を巡省し，凡そ須
もち

いる所有れば，皆な庫物に資
よ

る。卿の為す所は乃ち亡隋之弊俗也。」 

甲戌（10+60-46+1=２５日），長春宮に幸す。 

■［堯君素の子孫を優遇］戊寅（14+60-46+1=２９日），詔して曰く、 

「隋の故の鷹擊郎將の堯君素（事は 184 巻隋の恭帝の義寧元年、隋の屈突通配下で蒲板を守る、186 巻高祖武徳元年に唐に攻め

られ、部下に殺される）は，桀の犬が堯に吠え，戈を倒にする之志（武王が紂を伐つや、前の徒、戈をさんしまにして其の

後を攻め、以て逃げる）に乖く有りと雖も，而も疾風の勁草（風雪に耐える強い草、節操の堅固さ），實に歲寒（寒さの厳

しい時節）之心を表わす。蒲州刺史を贈る可し。」 

仍って其の子孫を訪ねて以て聞せしむ。」 

■閏月（二月閏月、元嘉歴一致），庚辰（16-16+1=１日）朔，日之を食する有り。 

■丁未（43-16+1=２８日），車駕は京師に至る。 

 

【貞観の治の問答】 

■［太宗は自分の文章を集めず］三月，辛亥（47-45+1=３日），著作佐郎の鄧世隆は表して上の文章を集

めんと請う。上は曰く、 

「朕之辭令は，民に益有る者は，史は皆な之を書し，不朽と為すに足る。若し其の無益ならば，之を集め

て何ぞ用いるや！梁の武帝の父子、陳の後主、隋の煬帝は皆な文集有り世に行われるとも，何ぞ亡を救わ

ん！人主と為り德政無きを患い，文章は何を為さん！」 

遂に許さず。 

■［魏徴と太宗の貞観の治の問答］丙子（12+60-45+1=２７日），皇孫の生まれるを以て，五品以上を東宮

に宴す。上は曰く、 

「貞觀之前，朕に從いて天下を經營するは，玄齡之功也。貞觀以來，愆
あやま

ちを繩
ただ

し繆
あやま

りを糾
ただ

すは，魏徵之

功也。」 
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皆な之に佩刀を賜う。上は徵に謂って曰く、 

「朕の政事は往年に何如？」 

對えて曰く、 

「威德の加える所は，貞觀之初めに比して則ち遠し矣。人の悅服するは則ち逮
およ

ばざる也。」 

上は曰く、 

「遠方は威を畏れ德を慕う，故に來たり服す。若し其の逮ばざるは，何を以て之を致すや？」 

對えて曰く、 

「陛下は往
まさ

に未だ治まらざるを以て憂いと為す，故に德義は日々に新たなり。今既に治まるを以て安し

と為す，故に逮ばず。」 

上は曰く、 

「今為す所，猶ほ往年のごとき也，何を以て異ならん？」 

對えて曰く、 

「陛下は貞觀之初め，人の諫めざるを恐れ，常に之を導きて言わ使め，中間は悅び而して之に從う。今は

則ち然らず，勉めて之に從うと雖も，猶ほ難色有り。異なる所以也。」 

上は曰く、 

「其の事聞く可き歟？」 

對えて曰く、 

「陛下は昔元律師を殺さんと欲するに，孫伏伽は以為く、法は死に當たらずと，陛下は賜わるに蘭陵公主

（帝の女）の園，直百萬なるを以てす。或は云う、『賞は太だ厚し。』陛下は云う、『朕の即位以來，未だ諫

める者有らず，故に之を賞す。』此れ之を導きて言わ使む也。司戶の柳雄は妄りに隋の資（隋朝の授ける所の

官資）を訴えるや，陛下は之を誅せんと欲す，戴冑之諫めを納れ而して止める。是れ悅び而して之に從う

也。近くは皇甫德參は上書して洛陽宮を修めるを諫め（前巻八年にあり），陛下は之を恚
いか

る，臣の言を以て而

して罷むと雖も，勉めて之に從う也。」（11-204p） 

上は曰く、 

「公に非ざれば此に及ぶ能わず。人は自ら知らざるを苦しむ耳！」 

■［虞世南は卒す］夏，五月，壬申（8+60-44+1=２５日），弘文館（門下省に属す）學士の永興文懿公の虞世

南は卒す，上は之を哭し慟す。世南は外は和柔に而して內は忠直なり，上は嘗て稱す、 

「世南に五絕有り。一に德行，二に忠直，三に博學，四に文辭，五に書翰。」 

■秋，七月，癸酉（9+60-43+1=２７日），吏部尚書の高士廉を以て右僕射と為す。 

 

【吐蕃の来寇拡大】 

吐蕃■乙亥（11+60-43+1=２９日），吐蕃は弘州（おそらくは松州の誤り、四川省西川道松潘県、現・アバ・チベット族チャ

ン族自治州松潘県）を寇す。 

■八月，霸州（羈縻州、隴右道に属す、四川省の境にあるべし。貞観 4 年 630に南平州を立て、貞観 8 年 634 に改名。現・重慶市巴

南区惠民鎮）の山獠は反す，刺史の向邵陵及び吏民百餘家を燒殺す。 

吐蕃■吐谷渾［吐蕃の使者の虚言、吐谷渾に侵攻］初め，上は使者の馮德遐を遣わして吐蕃を撫慰せし

め，吐蕃は突厥、吐谷渾が皆な公主に尚するを聞き，遣使して德遐に隨いて入朝せしめ，多く金寶を繼
もた

ら

し，奉表して婚を求める。上は未だ之を許さず。使者は還り，贊普棄宗弄贊に言って曰く、 
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「臣は初めて唐に至り，唐は我を待つこと甚だ厚く，公主に尚するを許す。會々吐谷渾王は入朝し，相い

離間し，唐の禮は遂に衰え，亦た婚を許さず。」 

弄贊は遂に兵を發して吐谷渾を擊つ。吐谷渾は支える能わず，青海之北に遁げ，民畜は多く吐蕃の掠める

所と為る。 

吐蕃■［吐蕃討伐軍の編成］吐蕃は進みて党項、白蘭の諸羌破りを，衆二十餘萬を帥いて松州の西境に屯

し，遣使して金帛を貢ぎ， 

「來たりて公主を迎えん。」 

と雲い、尋いで進みて松州を攻め，都督の韓威を敗る羌酋の閻州（闊州の間違い、現・四川省アバ・チベット族チャ

ン族自治州松潘県黃勝關村）刺史の別叢臥施、諾州（闊州の近く）刺史の把利步利は並びて州を以て叛して之に歸

す。（貞観五年に党項の降羌を以て羈縻州を置く。闊州・諾州有り。皆な松州都督府に属す。閻州は無し）兵を連らねて息まず，

其の大臣は諫めるも聽かず而して自ら縊る者凡そ八輩。壬寅（38-13+1=２６日），吏部尚書の侯君集を以

て當彌道行軍大總管と為し，甲辰（40-13+1=２８日），右領軍大將軍の執失思力を以て白蘭道と為し、左

武衛將軍の牛進達を闊水道と為し、左領軍將軍の劉簡を洮河（甘粛省南西部と青海省の境の西傾山北東側に源を発して

東流，甘粛省南部岷県付近で北へ大きく屈曲して流れ，蘭州南西の永靖付近で黄河に合流）道行軍總管と為し，步騎五萬を督

して之を擊たしむ。 

吐蕃■［吐蕃を破り、婚を許す］吐蕃は城を攻めること十餘日，進達は先鋒と為り，九月，辛亥（47-42+1=

６日），其の不備を掩い，吐蕃を松州城下に敗り，斬首は千餘級。弄贊は懼れ，兵を引いて退き，遣使し

て謝罪し，因りて復た婚を請う。上は之を許す。 

 

■［創業と守成、いずれが難きや］甲寅（50-42+1=９日），上は侍臣に問う、 

「帝王の創業、守成と孰れが難きや？」 

房玄齡は曰く、 

「草昧（易に曰く、天造草昧と。世界初めて開くる時なり。創業の初め、天下乱れるをいう）之初め，群雄と並せて起こり力

を角し而る後に之を臣とす，創業は難し矣。」 

魏徵は曰く、 

「古より帝王は，之を艱難に得て，之を安逸に失わざるは莫し，守成が難し矣。」 

上は曰く、 

「玄齡は吾と共に天下を取り，出でて百死に，一生を得，故に創業之難を知る。徴は吾と共に天下を安ん

じ，常に恐るは驕奢は富貴に生じ，禍亂は忽
ゆるが

せにする所に生じ，故に守成之難きを知る。然れども創業

之難は，既に已に往く矣，守成之難は，方に當に諸公と之を慎むべし。」 

玄齡等は拜して曰く、 

「陛下が此の言に及ぶは，四海之福也。」（11-205p） 

薛延陀■［薛延陀の自立を懐柔］初め，突厥の頡利は既に亡び，北方は空虛なり，薛延陀の真珠可汗は其

の部落を帥いて庭を都尉犍山（漠北にあり、外蒙古賽音諾顔境内、サインノヤン部、現・ツェツェルレク市）の北、獨邏水

の南に建て，勝兵は二十萬，其の二子の拔酌、頡利苾を立てて南、北部を主らしむ。上は其の強盛を以て，

後に制し難きを恐れ，癸亥（59-42+1=１８日），其の二子を拜して皆な小可汗と為し，各々鼓纛を賜い，

外に優崇を示し，實は其の勢いを分かつなり。 

■冬，十月，乙亥（11-12+1=０日、元嘉歴では一日ずれ），巴州（後漢は宕渠の北界に漢昌県を置く。北魏は県に大谷郡を置
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き、郡北に巴州を置く。隋は清化郡に改名。唐は巴州。四川省東川道巴県、現・巴中市巴州区）の獠は反す。 

■己卯（15-12+1=４日），始平（魏は始平県を置き、扶風に属す。晋は分けて始平郡を立つ。北魏は県とし、扶風に属す。隋は京

兆に属す。陝西省関中道咸陽県西北 15里、現・咸陽市興平市）に畋す。乙未（31-12+1=２０日），京師に還る。 

■［鈞州の獠討伐］鈞州（後の河南省禹県の鈞州とは別ではないか）の獠は反す。桂州都督の張寶德を遣わして討

ちて之を平らぐ。 

■［屯營飛騎の設置］十一月，丁未（43-41+1=３日），初めて左、右屯營飛騎を玄武門に置き，諸將軍を

以て之を領せしむ。又た飛騎の才力驍健、善く騎射する者を簡びて，百騎と號し，五色の袍を衣，駿馬に

乗り，虎皮を以て韉（馬具、下鞍）と為し，凡そ游幸には則ち從う焉。 

■［明州の獠討伐］己巳（5+60-41+1=２５日），明州（622年武徳 5 年、南徳州越裳県に明州が置かれた。明州は越裳・万

安・明弘・明定の 4 県を管轄。639 年貞観 13 年廃止。現・ベトナムハティン省一帯）の獠は反す。交州都督の李道彥を遣わ

して討ちて之を平がしむ。 

■[壁州の獠討伐]十二月，辛巳（17-11+1=７日），左武候將軍の上官懷仁は反獠を壁州（武徳八年に巴州始寧県

を分けて壁州始寧郡を置く。四川省嘉陵道通江県、現・巴中市通江県）に擊ち，大いに之を破り，男女萬餘口を虜とす。 

■［馬周を中書舍人］是の歲，給事中の馬周を以て中書舍人と為す。周は機辯有り，中書侍郎の嶺岑文は

本常に稱す、 

「馬君は事を論じるや，事類を援引し，古今を揚榷（大げさに挙げる）し，要を舉げ煩を刪り，文を會し理を

切に，一字も增す可からず，亦た減ず可からず，之を聽けば靡靡として，人をして倦むを忘れ令む。」 

■［霍王の元軌は短所長所無し］霍王の元軌は好く讀書し，恭謹自ら守り，舉措妄りにせず。徐州刺史と

為り，處士の劉玄平と布衣の交わりを為す。人は玄平に王の長ず所を問い，玄平は曰く、 

「長ずる無し。」 

問う者は之を怪しむ。玄平は曰く、 

「夫れ人は短なる所有れば、乃ち長なる所を見る，霍王に至りては，短なる所無し，吾は何を以て其の長

を稱する哉！」 

 

突厥■［突厥の内紛］初め，西突厥の咥利失
て つ り し つ

可汗は其の國を分けて十部と為し，部毎に酋長一人有り，仍

って各々一箭を賜わり，之を十箭と謂う。又た左、右廂を分け，左廂は五咄陸と號し，五大啜を置き，碎

葉（現・キルギスのチュイスキー・ライオン、トクマクの西、続ではイシク湖から流れる碎葉河・吹河・チュイ河を境とする）以東に

居らしむ。右廂を五弩失畢と號し，五大俟斤を置き，碎葉以西に居らしむ。通じて之を十姓と謂う。咥利

失は衆心を失い，其の臣の統吐屯の襲う所と為る。咥利失の兵は敗れ，其の弟の步利設と走りて焉耆（現・

バインゴリン・モンゴル自治州焉耆回族自治県）を保つ。統吐屯等は將に欲谷設を立てて（11-206p）大可汁と為さ

んとし，會々統吐屯は人の殺す所と為り，欲谷設の兵は亦た敗れ，咥利失は復た故地を得る。是に至り

て，西部は竟に欲谷設を立てて乙毘咄陸可汗と為す。乙毘咄陸は既に立ち，咥利失と大いに戰い，殺傷は

甚だ衆し。因りて其の地を中分し，伊列水（伊麗水）より以西は乙咄陸に屬し，以東は咥利失に屬す。 

突厥處月、處密は高昌と共に焉耆の五城を攻めて拔き，男女一千五百人を掠め，其の廬舍を焚き而して

去る。 

 

太宗文武大聖大廣孝皇帝中之上貞觀十三年（己亥，６３９年） 



9 

 

■春，正月，乙巳（41-41+1=１日），車駕は獻陵に謁す。丁未（43-41+1=３日），宮に還る。 

■［房玄齡の辞職を認めす、度支も兼任］戊午（54-41+1=１４日），左僕射の房玄齡に太子少師を加える。

玄齡は自ら端揆（左右僕射は尚書省長官、百揆を補佐の意味）に居ること十五年（貞観三年に左僕射となりまだ十一年），男

の遺愛（房玄齢の次男、字、名は浚、学問無く武力に長じるか）は上の女の高陽公主に尚し，女は韓王（高祖の子の元嘉）

妃と為るを以て，深く滿盈を畏れ，上表して機務を解くを請う。上は許さず。玄齡は固く請いて已まず，

詔して表を斷ち，乃ち職に就く。太子は玄齡を拜さんと欲し，儀衛を設けて之を待ち，玄齡は敢えて謁見

せず而して歸り，時の人は其の讓有るを美とす。玄齡は以えらく度支
た く し

（唐の制度では度支郎中は天下の租賦物産豊

約の宜、水陸道塗の利を掌り、歳毎に出す所を計りてこれを支調し、近きを以て遠きに及ぼし、中書門下と議定し、乃ち奏す。国の大計

の関わる所なり）は天下の利害に系ると，嘗て闕有り，其の人を求むれども未だ得ず，乃ち自ら之を領す。 

■［王珪の為に廟を立てる］禮部尚書の永寧（洛州に属す県、河南省河洛道洛寧県東北、現・洛陽市洛寧県）懿公の王珪

は薨ず。珪の性は寬裕にして，自ら奉養（包容）すること甚だ薄し。令（今×）に於いて，三品已上は皆な家

廟を立て（唐の制、廟を立てて三代を祀る），珪の通貴なるは已に久しく，獨り寢に祭る。法司の劾する所と為り，

上は問わず，有司に命じて之が為に廟を立てしめ以て之を愧じしむ。 

■二月，庚辰（16-10+1=７日），光祿大夫の尉遲敬德を以て鄜州（現・延安市富県）都督と為す。 

■［尉遲敬德は傷跡を見せて反論］上は嘗て敬德に謂って曰く、 

「人の或は卿が反すと言う，何ぞ也？」 

對えて曰く、 

「臣が反すは是れ實なり！臣は陛下に從いて四方を征伐し，身は百戰を經，今之存する者は，皆な鋒鏑之

餘也。天下已に定まり，乃ち更に臣が反すを疑う乎！」 

因りて衣を解きて地に投じ，其の瘢痍（傷跡）を出す。上は之が為に流涕し，曰く、 

「卿は復た服せよ，朕は卿を疑わず，故に卿に語る，何ぞ更に恨まん邪！」 

■［尉遲敬德は老妻を易えず］上は又た嘗て敬德に謂って曰く、 

「朕は女を以て卿に妻せんと欲す，何如や？」 

敬德は叩頭して謝して曰く、 

「臣の妻は鄙陋と雖も，相い與に貧賤を共にすること久し矣。臣は不學と雖も，古人が富みて妻を易えざ

るを聞く，此れ臣の願う所に非ず也。」 

上は乃ち止む。 

■［微賤之族・刑戮之家の排除］戊戌（34-10+1=２５日），尚書は奏す、 

「近世掖庭之選は，或は微賤之族（侍兒及び歌舞に由りて進を得る者），禮訓聞くこと蔑
な

し。或は刑戮之家（連座し

て掖庭に没入する者），憂怨の積む所なり。請う今より後宮及び東宮の內職に闕有れば，皆な良家の才行有る

者を選びて充て，（11-207p）禮を以て聘納す。其の官に沒するの口及び素の微賤之人は，皆な補用するを

得ず。」 

上は之に從う。 

■［三代の封建］上は既に宗室群臣に詔して刺史を襲封せしむ，左庶子の於志寧は以為えらく、 

「古今事殊なり，恐らくは久安之道に非ず」 

と，上疏して之を爭う。侍御史の馬周も亦た上疏して，以為く、 

「堯、舜之父は，猶ほ朱（丹朱）、均（商均）之子有り。倘
も

し孩童（幼児）は職を嗣ぎ，萬一驕愚なる有れば，

兆庶其の殃いを被り而して國家は其の敗を受けん。正に之を絕たんと欲する也，則ち子文之治（左傳に、楚
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の闘椒は乱をなし、荘王は若敖氏を滅ぼす。既にして子文が楚国を治めるを思うや、曰く、子文後無ければ、何を持って善を勧めんと。

其の孫箴尹克黄をして其の所に復せしむ）は猶ほ在り。正に之を留めんと欲する也，而して欒黶之惡（らんえん、左傳

に、泰伯は土鞅に問いて曰く、晋の大夫其れ誰か先ず亡びんと。對えて曰く、其れ欒氏か。欒黶は汰虐已に甚だし、猶ほ以て免る可し。

其れ盈に在らんかと。泰伯曰く、武子の徳、民に在り、周人が召公を思うが如し。其の甘棠を愛す。況んや其の子をや。欒黶死し、盈の

善未だ民に及ばず。武子の施す所没し、而して黶の怨実に彰れん。將に是に於いてか在らんとすと）は已に彰わる。與に其の見

存（現存）之百姓を毒害するよりは，則ち寧ろ恩を已亡之一臣に割か使めんは，明らかなり矣。然らば則ち

向に所謂之を愛する者，乃ち適々之を傷つける所以也。臣は謂うに宜しく賦するに茅土を以てし，其の戶

邑を疇し，必ず材行有れば，器に隨いて官を授けるべし，其の人をして大恩を奉ずるを得使め而して子孫

をして其の福祿を終らしめん。」 

■［世封の刺史を停む］會々司空、趙州刺史の長孫無忌等は皆な國に之くを願わず，上表して固く讓り，

稱す、 

「恩を承けて以來，形影は相い吊い，春冰履むが若し（春来たりて氷薄く、こけを履めば陥溺の懼れ有り）。宗戚憂虞

し，湯火を置く如し。緬
はるか

に惟うに三代の封建は，蓋し力は制する能わざるに由り，因り而して之を利す，

禮樂節文は，多く己より出ずるに非ず。兩漢は侯を罷め守を置き，曩の弊を蠲除し，深く事宜に協
かな

う，今

臣等に因り，復た變更有れば，恐らくは聖朝の綱紀を紊さん。且つ後世の愚幼不肖之嗣は，或は邦憲を冒

し，自ら誅夷を取るに抵らん，更に延世之賞に因り，剿絕（滅絶）之禍を成すを致さん，良に哀愍す可し。

願わくは渙汗之旨（詔旨をいう。汗は膚に出で、一たび出ずれば反らず。王者の令一たび発すれば、復た収かからざるに喩えるな

り）を停め，其の性命之恩を賜わるべし。」 

無忌も又た子の婦の長樂公主（無忌の子冲に嫁す）に因り固く上に請い，且つ言う、 

「臣は荊棘を披き陛下に事える，今海內寧一なり，奈何ぞ之を外州に棄てる，遷徙と何ぞ異ならん！」 

上は曰く、 

「地を割きて以て功臣を封じるは，古今の通義なり，意は公之後嗣が，朕が子孫を輔け，共に永久に傳え

んことを欲す。而るに公等は乃ち復た言を發して怨望す，朕は豈に公等に強うるに茅土を以てす邪！」 

庚子（36-10+1=２７日），詔して世封の刺史を停む。 

 

【高昌など西域北方紛争】 

■［高昌討伐の決定］高昌王の麴文泰は多く西域の朝貢を遏絕す。伊吾は先に西突厥の臣たり（193巻四年

にあり），既に而して內屬し，文泰は西突厥と共に之を擊つ。上は書を下して切責し，其の大臣の阿史那矩

を征し，與に事を議せんと欲し，文泰は遣わさず，其の長史の麴雍を遣わして來たりて謝罪せしむ。頡利

之亡ぶ也（193 巻四年にあり），（11-208p）中國の人の突厥に在る者は或は高昌に奔り，文泰に詔して之を歸さ

しめ，文泰は蔽匿して遣らず。又た西突厥と共に擊ちて焉耆を破り（前巻六年にあり），焉耆は之を訴える。

上は虞部郎中（京城の街巷・種植・山澤・苑囿・草木・薪炭・供頓・田猟の事を掌り、工部に属す）の李道裕を遣わして往き

て狀を問わしめ，且つ其の使者に謂って曰く、 

「高昌は數年以來，朝貢は脫略し，籓臣の禮無く，置く所の官號は，皆な天朝に准じ，城を築き溝を掘り

り，預め攻討に備える。我が使者は彼に至り，文泰は之に語りて云う、『鷹は天に飛び，雉は蒿に伏し，

貓は堂に游び，鼠は穴に噍み，各々其の所を得，豈に自ら生きる能わざる邪！』又た遣使して薛延陀に謂

って云う、『既に可汗と為り，則ち天子と匹敵す，何為れぞ其の使者を拜するや！』人に事えて禮無く，

又た鄰國を間して，惡を為す、誅せざれば，善何を以てか勸めん！明年は當に兵を發して汝を擊つべし。」 
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三月，薛延陀可汗は遣使して上言す、 

「奴は恩を受けて報を思う，請う所部を發して軍導を為し以て高昌を擊たん。」 

上は民部尚書の唐儉、右領軍大將軍の執失思力を遣わして繒帛を繼して薛延陀に賜い，與に進取を謀ら

しむ。 

■夏，四月，戊寅（14-9+1=６日），上は九成宮に幸す。 

■［結社率の反乱鎮圧］初め，突厥の突利可汗之弟の結社率は突利に從いて入朝し，位は中郎將を歷る。

家に居りて無賴なり，突利が之を斥けるを怨み，乃ち其の謀反を誣告し，上は是に由りて是を薄んじ，久

しく秩を進めず。結社率は陰に故の部落に結び，四十餘人を得，謀りて、 

「晉王の治が四鼓に宮を出るに因り，開門して仗を辟け，馳せて宮門に入り，直ちに御帳を指せば，大功

有る可し。」 

甲申（20-9+1=１２日），突利之子の賀邏鶻を擁して夜宮外に伏すも，會々大風ふき，晉王は未だ出ず，結

社率は曉を恐れ，遂に行宮を犯し，四重の幕を逾え，弓矢亂髮し，衛士の死者は數十人あり。折衝（折衝

都尉）の孫武開等は衆を帥いて奮擊し，之久しく，乃ち退き，馳せて御廄に入り，馬二十餘匹を盜み，北

げ走り，渭を度り，其の部落に奔らんと欲し，追い獲り，之を斬り，賀邏鶻を原し嶺表に投ず。 

■庚寅（26-9+1=１８日），武候將軍の上官懷仁を遣わして巴、壁、洋、集の四州の反獠を擊たしめ，之を

平らげ，男女六千餘口を虜とす。 

■［魏徵は上疏、屏障に列す］五月，旱
ひでり

す。甲寅（50-39+1=１２日），五品以上に詔して封事を上らしむ。

魏徵は上疏し，以為く、 

「陛下の志業は，貞觀之初めに比し，漸く終りを克くせざる者凡そ十條あり。」 

其の間の一條に以為く、 

「頃年以來，輕々しく民力を用いる。乃ち云う、『百姓は事無ければ則ち驕逸し，勞役すれば則ち使い易

し。』古より未だ百姓の逸するに因り而して敗れ、勞し而して安き者有らざる也。此れ恐らくは興邦之至

言に非ざらん。」 

上は深く獎歎を加え，云う、 

「已に諸を屏障に列し，朝夕瞻仰し，並せて錄して史官に付す。」 

仍ほ徴に黃金十斤、廄馬二匹（続は一匹）を賜う。 

■［牂柯より交桂への道開通］六月，渝州（現・重慶市巴南区）人の侯弘仁は牂柯（東謝蠻は西のかた牂柯蠻に接し、

南のかた西趙蠻に接す）より道を開く，西趙を經，邕州（漢の鬱林郡領方県の地。廣西省南寧道邕寧県治、現・広西荘族自治区

南寧市周辺）に出で，以て交、桂に通じ，（11-209p）蠻、俚の降る者は二萬八千餘戶あり。 

■丙申（32-8+1=２５日），皇弟の元嬰を立てて滕王と為す。 

■突厥［突厥と薛延陀］結社率之反するより，事を言う者は多く雲う、 

「突厥の河南に留まるは便ならず」 

と，秋，七月，庚戌（46-38+=９日），右武候大將軍、化州都督、懷化郡王の李思摩に詔して乙彌泥孰俟利

苾可汗と為し，之に鼓纛を賜う。突厥及び胡の諸州に在りて安置する者は，並びに河を渡りて，其の舊部

に還ら令め，世々籓屏と作し，長く邊塞に保せ俾
し

む。突厥は鹹な薛延陀を憚り，肯えて塞を出です。上は

司農卿の郭嗣本を遣わして薛延陀に璽書を賜りて，言う、 

「頡利は既に敗れ，其の部落は鹹な來たりて歸化す，我は其の舊過を略し，其の後善を嘉し，其の達官を

待つこと皆な吾が百寮の如し、部落は皆な吾が百姓の如し。中國は禮義を貴尚し，人の國を滅ぼさず，前
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に突厥を破るば，止だ頡利一人が百姓の害を為すが為なり，實に其の土地を貪り，其の人畜を利せず，恆

に更に可汗を立てんと欲す，故に降す所の部落を河南（北河の南を謂う。漢の衛青が匈奴を撃ちて収むる所ま河南の地是

れなり）に置く，其の畜牧に任す。今戶口は蕃滋し，吾が心は甚だ喜ぶ。既に之を立つを許し，信を失う可

からず。秋中に將に突厥を遣わして河を渡り，其の故國を復せしめんとす。爾薛延陀は冊を受けること前

に在り（193 巻二年），突厥は冊を受けること後に在り，後者を小と為し，前者を大と為す。爾は磧北に在り，

突厥は磧南に在り，各々土疆を守り，部落を鎮撫すべし。其れ分を逾え故に相い抄掠すれば，我は則ち兵

を發し，各々其の罪を問わん。」 

■薛延陀［薛延陀の思摩の派遣］薛延陀は詔を奉ず。是に於いて思摩を遣わして所部を帥いて牙を河北

（大磧の南）に建て，上は齊政殿に御し之を餞し，思摩は涕泣し，觴を奉じて壽を上りて曰く、 

「奴等は破亡之餘なり，灰壤と為るを分とす，陛下は其の骸骨を存し，復た立てて可汗と為す，願わくは

萬世の子孫は恆に陛下に事えん。」 

又た禮部尚書の趙郡王の孝恭等を遣わして冊書を繼し，其の種落に就き，壇を河上に築き而して之を立

てしむ。上は侍臣に謂って曰く、 

「中國は，根幹也。四夷は，枝葉也。根幹を割きて以て枝葉を奉じるは，木は安んぞ滋く榮えるを得ん

や！朕は魏徵の言を用いず，幾んど狼狽（結社率の変、魏徴の言は前巻四年にあり、「今降る者は衆は十萬に近く，數年之後，

蕃息して倍々に多くなり，必ず腹心之疾と為らん」）を致さんとす。」 

又た左屯衛將軍の阿史那忠を以て左賢王と為し，左武衛將軍の阿史那泥熟を右賢王と為す。忠は，蘇尼失

（193 巻四年にあり）之子也，上は之を遇すること甚だ厚し，妻あわすに宗女を以てす。塞を出るに及び，中

國を懷慕し，使者を見れば必ず泣涕し入侍するを請う。詔して之を許す。 

 

■八月，辛未（7-7+1=１日）朔（元嘉歴一致），日之を食する有り。 

■［自傷を禁止］詔して以わく、 

「身體髮膚は，敢えて毀傷せず（孝経の孔子の言）。比來訴訟する者は或は自ら耳目を毀る，今より犯す有れ

ば，先ず笞四十，然る後に法に依らん。」 

■冬，十月，甲申（20-6+1=１５日），車駕は（九成宮より）京師に還る。 

■十一月，辛亥（47-36+1=１２日），侍中の楊師道を以て中書令と為す。（11-210p） 

■戊辰（4+60-36+1=２９日），尚書左丞の劉洎を黃門侍郎と為し、政事に參知せしむ。 

■高昌［文泰に利害を説くも、遂に討伐へ］上は猶ほ高昌王の文泰が過ちを悔いるを冀い，復た璽書を

下し，示すに禍福を以てし，之を征して入朝せしむ。文泰は竟に疾を稱して至らず。十二月，壬申（8-5+1=

４日），交河行軍大總管、吏部尚書の侯君集，副總管兼左屯衛大將軍の薛萬均等を遣わして兵を將いて之

を擊たしむ。 

■乙亥（11-5+1=７日），皇子の福を立てて趙王と為す。 

■吐谷渾己丑（25-5+1=２１日），吐谷渾王の諾曷缽は來朝し，宗女を以て弘化公主と為し，之に妻あわ

す。 

■壬辰（28-5+1=２４日），上は咸陽に畋し，癸巳（29-5+1=２５日），宮に還る。 

■太子の承乾は頗る游畋を以て學を廢す，右庶子の張玄素は諫めるも，聽かず。 

■是の歲，天下の州府は凡そ三百五十八，縣は一千五百一十一なり。 

■［傅奕は術數を精究］太史令の傅奕は術數之書を精究し，而も終に之を信じず，遇々病し，醫を呼び藥
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を餌せず。僧有り西域より來たり，咒術を善くし，能く人をして立ちどころに死せ令め，復た之を咒して

蘇えら使む。上は飛騎の中の壯者を擇びて之を試し，皆な其の言の如し。以て奕に告げ，奕は曰く、 

「此は邪術也。臣は聞く邪は正を干さず，請う臣を咒せ使めるべし，必ず行う能わず。」 

上は僧に命じて奕を咒せしめ，奕は初め覺る所無く，須臾にして，僧は忽ち僵仆し，物を擊つ所と為るが

若し，遂に復た甦らず。又た婆羅門僧（天竺の僧）有り，佛齒を得ると言い，擊つ所前に堅き物無し。長安

の士女は輻湊すること市の如し。奕は時に疾に臥し，其の子に謂って曰く、 

「吾は聞く金剛石なる者有り，性は堅に至り，物は傷つく能う莫し，唯だ羚羊（かもしか）の角は能く之を

破る，汝は往きて焉を試すべし。」 

其の子は往きて佛齒を見，角を出し之を叩き，手に應じ而して碎け，觀る者は乃ち止む。奕は終りに臨み，

其の子を戒め佛書を學ぶを得る無からしむ，時に年は八十五。又た魏、晉以來の佛教を駁する者を集めて

《高識傳》十卷を為り，世に行われる。 

突厥[西突厥の分割]西突厥の咥利失可汗之臣の俟利發は乙毘咄陸可汗と通謀して亂を作り，咥利失は窮

蹙し，逃げて鏺汗（或は洛那・破洛那・㤄捍・抜汗那に作る。即ち Farghana の対音にして、ロシア中央アジアにあり。漢代のフェ

ルガナ大宛、後に 744 寧遠と改称、現・ウズベキスタン共和国フェルガナフェルガナ州・ナマンガン州・アンディジャン州）に奔り而

して死す。弩失畢の部落は其の弟の子の薄布特勒を迎えて之を立て，是を乙毘沙缽羅葉護可汗と為す。沙

缽羅葉護は既に立ち，庭を雖合水の北に建て，之を南庭と謂い，龜茲（現・新疆ウイグル自治区アクス地区庫車市）、

鄯善（現・新疆ウイグル自治区若羌県）、且末（現・チェルチェン）、吐火羅（古の大夏、バルク地方）、焉耆（現・新疆ウイグル

自治区バインゴリン・モンゴル自治州焉耆回族自治県）、石（赭時、現・ウズベキスタンのタシケント、ソグド人の町）、史（佉沙、羯

霜那、キッシュ Kesh、現・ウズベキスタンシャフリサブス校外サンギルテパ）、何（クシャーニャ、屈霜彌伽、貴霜匿、ポカーラ東方）、

穆（Amol、何国の西南）、康（現・サマルカンドアフラシアブ遺跡）等の國より皆な之に附く。咄陸は牙を鏃曷山の西に

建て，之を北庭（現・ウルムチ）と謂い，厥越失（貨利習彌、過利、クワリズム Khwarism）、拔悉彌（拔悉密 Bashmir、葛邏

祿の西）、駁馬（弊刺、西南シベリアのシビル Sibir）、結骨（古の堅昆国、キルギス Kirghis）、火燖、觸水昆等の國より皆

な之に附き，（11-211p）伊列水（天山北路の伊犂河）を以て境と為す。（11-211p） 

 

太宗文武大聖大廣孝皇帝中之上貞觀十四年（庚子，６４０年） 

■［魏王泰の第に行幸］春，正月，甲寅（50-35+1=１６日），上は魏王の泰の第に幸し，雍州の長安の系

囚大辟以下を赦し，延康裡（長安県に属す）の今年の租賦を免じ，泰の府の僚屬及び同裡の老人に賜わるに差

有り。 

■［國子監増強］二月，丁丑（13-9+1=５日），上は國子監（安上門の西にあり）に幸し，釋奠（唐制に仲春・仲秋、

文宣王を釋奠す）を觀，祭酒の孔穎達に命じて《孝經》を講ぜしめ，祭酒（従三品、邦国の儒学訓導の政を掌る）以下

諸生高第に至るまで帛を賜りて差有り。是の時上は大いに天下の名儒を征して學官と為し，數々國子監

に幸し，之をして講論せ使め，學生は能く一大經（唐は士を取るに礼記・春秋左氏伝を以て大經と為し、詩・儀礼・周礼

を中經と為し、易・尚書・春秋公羊傳・穀梁傳を小經と為す）已上を明らかにすれば皆な官に補するを得る。學舍千二

百間を增築し，學生を增して三千二百六十員に滿ち，屯營飛騎より，亦た博士を給し，授けるに經を以て

せしめ，能く經に通じる者有れば，貢舉を得るを聽す。是に於いて四方の學者は京師に雲集し，乃ち高麗、

百濟、新羅、高昌、吐蕃の諸酋長に至るまで亦た子弟を遣わして國學に入り，講筵に升るを請う者は八千

餘人に至る。上は師說多門にして，章句の繁雜なるを以て，孔穎達に命じて諸儒と《五經》の疏を撰定せ
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しめ，之を《正義》と謂い，學者をして之を習わ令む。（五經・正義は今も世に行われる。即ち十三經註疏に載する所の

者是れあり） 

■壬午（18-9+1=１０日），上は驪山の溫湯に幸す。辛卯（27-9+1=１９日），宮に還る。 

■乙未（31-9+1=２３日），詔して近世の名儒の梁の皇甫侃、褚仲都，周の熊安生、沈重，陳の沈文阿、周

弘正、張譏，隋の何妥、劉炫等の子孫を求めて以て聞せしめ，當に引擢を加えるべしと。 

■三月，竇州道行軍總管の黨仁弘は羅竇の反獠を擊ち，之を破り，七千餘口を俘とす。 

■辛丑（37-34+1=４日），流鬼國（樺太）は遣使して入貢す。京師を去ること萬五千里，北は海に濱し，南

は靺鞨に鄰し，未だ嘗て中國に通じず，三譯を重ね而して來たる。上は其の使者の佘志（佘の音はシャ）を以

て騎都尉と為す。 

■丙辰（52-34+1=１９日），寧朔大使を置き以て突厥を護る。 

■夏，五月，壬寅（38-33+1=６日），燕王の靈夔を徙して魯王と為す。 

■上は將に洛陽に幸さんとし，將作大匠（従三品、邦国の修造土木工匠を供するの政令を掌る）の閻立德に命じて清暑

之地を行
めぐ

らしむ。秋，八月，庚午（6-2+1=５日），襄城宮を汝州の西山に作る。立德は，立本（高宗の朝に相

となる）之兄也。 

 

【高昌討伐実行】 

■高昌［高昌王の文泰は憂懼して卒す］高昌王の文泰は唐兵の起つを聞き，其の國人に謂って曰く、 

「唐は我を去ること七千里，沙磧、其の二千里に居り，地は水草無く，寒風は刀の如し，（11-212p）熱風

は燒くが如く，安んぞ能く大軍を致さん乎！往に吾は入朝し，秦、隴之北を見，城邑は蕭條として，復た

有は隋之比に非ず。今來たりて我を伐つは，兵を發すること多く則ち糧運給せず。三萬已下ならば，吾が

力は能く之を制すべし。當に逸を以て勞を待ち，坐して其の弊を収むべし。若し兵を城下に頓せば，二十

日を過ぎずして，食は盡き必ず走らん，然る後に從い而して之を虜とすれば。何ぞ憂うるに足らん也！」 

唐兵が磧口に臨むと聞くに及び，憂懼して為す所を知らず，疾を發して卒し，子の智盛は立つ。 

■高昌［唐軍は高昌に至る］軍は柳谷（西州交河県より北行すること 210 里にして柳谷渡）に至り，詗者（探り伺う者）

は言う、 

「文泰は日を刻して將に葬らんとす，國人は咸な彼に集まる」 

と，諸將は之を襲わんと請い，侯君集は曰く、 

「可からず，天子は高昌の無禮なるを以て，故に吾をして之を討た使む，今人を墟墓之間に襲うは，罪を

問う之師に非ざる也。」 

是に於いて鼓行し而して進み，田城（田地城、新疆省迪化道吐魯番県、現・新疆ウイグル自治区トルファン市高昌区）に至

り，之を諭すも，下らず，詰朝之を攻め，午に及び而して克ち，男女七千餘口を虜とす。中郎將の辛獠兒

を以て前鋒と為し，夜，其の都城に趨かしむ，高昌は逆え戰い而して敗り，大軍は繼ぎて至り，其の城下

に抵る。 

■高昌［高昌の麹智盛は唐に降る］智盛は書を君集に致して曰く、 

「罪を天子に得る者は，先王也，天罰の加える所，身は已に物故す。智盛は位を襲い未だ幾もなく，惟だ

尚書は憐察（思いやり哀れむ）すべし。」 

君集は報じて曰く、 

「苟くも能く過ちを悔いれば，當に手を軍門に束むべし。」 
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智盛は猶ほ出でず。君集は命じて塹を填め之を攻め，飛石は雨のごとく下り，城中の人は皆な室處す。又

た巢車（兵車の高きこと巣の如く、以て敵を望む、車上に櫓を施すもの）の，高十丈なるを為り，城中を俯瞰す。行人有

り飛石の中たる所に及び，皆な之を唱言す。是より先，文泰は西突厥可汗と相い結び，急有れば相い助け

るを約す。可汗は其の葉護（突厥の達官、大臣の首）を遣わして可汗浮圖城（交河城より 370 里）に屯せしめ，文泰

の聲援を為す。君集の至るに及び，可汗は懼れ而して西に走ること千餘里，葉護は城を以て降る。智盛は

窮蹙し，癸酉（9-2+1=８日），開門して出で降る。（麹喜が国を有つしより、九世に伝え、134 年にして滅ぶ）君集は兵

を分けて地を略し，其の二十二城を下し，戶は八千四十六，口は一萬七千七百，地の東西は八百里，南北

は五百里。 

■［高昌を州県にせず、安西都護府を置く］上は高昌を以て州縣と為さんと欲し，魏徵は諫めて曰く、 

「陛下は初めて即位し，文泰夫婦は首
しゅ

として來朝す（入朝は貞観四年），其の後稍や驕倨なり，故に王誅は之

を加える。罪は文泰に止まりて可なり矣，宜しく其の百姓を撫し，其の社稷を存し，復た其の子を立てれ

ば，則ち威德は遐荒に被り，四夷は皆な悅服せん矣。今若し其の土地を利し以て州縣と為し，則ち常に須

く千餘人鎮守し，數年一たび易えるべし，往來の死者は什に三四有り，衣資を供辦し，親戚を違離，十年

之後，隴右は虛耗す矣。陛下は終に高昌の撮粟尺帛は以て中國を佐くを得ず，（11-213p）所謂有用を散じ

て以て無用を事とす。臣は未だ其の可なるを見ず。」 

上は從わず，九月，其の地を以て西州（高昌県に治す、漢の車師前王の庭。天山南路トルファン）と為し，可汗浮圖城

を以て庭州（漢の車師後王の庭。天山北路ウルムチ付近、現・新疆ウイグル自治区昌吉回族自治州）と為し，各々屬縣を置く，

乙卯（51-31+1=２１日），安西都護府を交河城に置き，兵を留めて之を鎮せしむ。 

■［唐の領土拡大］君集は高昌王の智盛及び其の群臣の豪傑を虜とし而して還る。是に於いて唐の地は東

を海に極め，西は焉耆に至り，南は林邑を盡し，北に大漠に抵り，皆な州縣と為し，凡そ東西九千五百一

十里，南北一萬九百一十八里あり。 

■［焉耆も高昌を挟み撃ち］侯君集之高昌を討つ也，遣使して焉耆に約し之と勢いを合わせ，焉耆は喜

び，命を聽く。高昌の破れるに及び，焉耆王は軍門に詣りて君集に謁見し，且つ言う、 

「焉耆の三城は先に高昌の奪う所と為る」 

と，君集は奏して高昌が掠める（貞観六年にあり）所の焉耆の民を並せて悉く之を歸す。 

■冬，十月，甲戌（10-1+1=１０日），荊王の元景等は復表して封禪を請い，上は許さず。 

 

【劉仁軌の抜擢出世】 

■［硬骨な劉仁軌を抜擢］初め，陳倉（岐州に属す）折衝都尉（唐の制では、畿県の尉は正九品下、上県は従九品上、中下

県は従九品下）の魯寧は事に坐して獄に繫がれ，自ら高班を恃み，陳倉の尉尉氏の劉仁軌（602-685後に白村江の

戦いで勝利し帶方刺使）を慢罵し，仁軌は之を杖殺す。州司は以て聞す。上は怒り，命じて之を斬らしめんと

し，怒りて猶ほ解かず，曰く 

「何物の縣尉ぞや，敢えて吾が折衝を殺す！」 

命じて追いて長安に至らしめ之を面詰す。仁軌は曰く、 

「魯寧（官は折衝なれども、もとは百姓なり）は臣に對して百姓なり、臣を辱めること此くの如し，臣は實に忿り

而して之を殺せり。」 

辭色は自若とす。魏徵は側に侍りて，曰く、 

「陛下は隋之亡びる所以を知る乎？」 
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上は曰く、 

「何ぞ也？」 

徴は曰く、 

「隋の末，百姓は強く而して官吏を陵ぐ，魯寧之是に比するが如き也。」 

上は悅び，仁軌を擢んでて櫟陽（漢の高帝は太上皇を櫟陽の北原に葬り、萬年陵と号し、改めて萬年県と為す。隋に至るまで猶

ほ之に因る。唐は長安に都し、隋の大興県を改めて、萬年と曰い、而して旧の萬年県を復た櫟陽と曰い、京兆に属す。陝西省関中道臨潼

県の東北、現・西安市臨潼区）丞（唐の畿県の丞は正八品下）と為す。 

■［劉仁軌は農事考慮を進言］上は將に同州に幸して校獵せんとし，仁軌は上言す、 

「今秋は大いに稔り，民の收穫する者は才に一二，之をして獵事に供承し，道を治め橋を葺き使めば，動

もすれば一二萬功を費し，實に農事を妨げん。願わくは少しく鑾輿を停めるを旬日にして，其の務めを畢

わるを俟たん，則ち公私は俱な濟らん。」 

上は璽書を賜いて之を嘉納し，尋ぎて新安（唐の初めに新安郡を置く。貞観元年に郡を廃して県と為し、洛州に属す。唐の

制では畿県の令は正六品下、上県は従六品上、中県は正七品上、下県は従七品下）の令に遷る。閏月（十月閏月、元嘉歴では十一月

が閏月），乙未（31-30+1=２日），同州に行幸す。庚戌（46-30+1=１７日），宮に還る。 

■［吐蕃との盛大な婚儀］丙辰（52-30+1=２３日），吐蕃の贊普は其の相の祿東贊を遣わして金五千兩及

び珍玩數百を獻じ，以て婚を請う。上は文成公主（宗女）を以て之に妻あわすを許す。 

■［李淳風の暦日計算精密］十一月，甲子（0-0+1=１日）朔，冬至，上は南郊に祀る。時に《戊寅歷》（187

巻武徳二年にあり）は癸亥を以て朔と為し，宣義郎の李淳風は表して稱す、 

「古歷は分日が子半に起こり，今歲甲子朔旦冬至なり，而るに故の太史令の傅仁均は減餘稍多く，子初を

朔と為し，遂に三刻を差
たが

ひ，用って天正に乖く，請う更に考定を加えん。」（11-213p） 

衆議して以く、 

「仁均は定朔を定めること微しく差い，淳風は推校すること精密なり，請う淳風の議の如くせん」 

と，之に從う。 

■丁卯（3-0+1=３日），禮官は奏す、 

「請う高祖の父母の服を加えて齊衰五月とし，嫡子婦の服は期とし，嫂、叔、弟妻、夫兄、舅は皆な服小

功を服せん。」 

之に從う。 

■［遂に封禪を許可］丙子（12-0+1=１３日），百官は復た表して封禪を請い，詔して之を許す。更に諸儒

に命じて儀注を詳しく定めしむ。太常卿の韋挺等を以て封禪使と為す。 

■［帝王の震怒は，妄りに發す可からず］司門員外郎（唐の司門郎は天下の諸門諸関の出入往来の籍を掌る。凡そ天下の

関二十六、以て内外を限り、華夷を隔て、険を設け固を作し、邪を閑ぎ禁を正す所の者なり。凡そ関を度る者は、先ず刑部司門を経、過

所を請う。過所は関を通行する許可証なり）の韋元方は給使（使令に給する者。宦官なり）に過所を給すること稽緩（緩慢）

なり，給使は之を奏す。上は怒り，元方を出して華陰（華州に属す）令と為す。魏徵は諫めて曰く、 

「帝王の震怒は，妄りに發す可からず。前に給使の為に，遂に夜敕書を出し，事は軍機の如し，誰か驚駭

せざらん！況んや宦者之徒は，古來養い難く，輕々しく言語を為し，患害を生じ易きをや，獨行の遠使は，

深く事宜に非ず，漸長す可からず，宜しく深く慎しむべき所なり。」 

上は其の言を納れる。 

■［孫伏伽の深慮遠謀を悟る］尚書左丞の韋悰は司農の木橦（木の一載なり。唐の式は、柴方三寸五尺を一橦と為す。
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通典によれば、韋悰は、司農の木橦は七十價、百姓は四十價なるを句し、其の乾没せるを奏す）の價は民間より貴きを句し，其

の隱沒するを奏す。上は大理卿の孫伏伽を召し司農の罪を書せしむ。伏伽は曰く、 

「司農は罪無し。」 

上は怪しみ，其の故を問い，對えて曰く、 

「只だ官橦の貴きが為に，所以に私橦は賤し。向に官橦をして賤しから使めば，私橦は賤しきに由無し

矣。但だ司農が大體を識るを見る，其の過ちを知らざる也。」 

上は悟り，屢々其の善きを稱す。顧みて韋悰に謂って曰く、 

「卿の識用は伏伽に逮ばざること遠し矣。」 

■［高昌の智盛を左武衛將軍］十二月，丁酉(33-29+1=５日)，侯君集は俘を觀德殿（射殿、宜春門の北）に獻

ず。飲至の禮を行い，大いに酺すること三日。尋いで智盛を以て左武衛將軍、金城郡公と為す。上は高昌

の樂工を得，以て太常に付け，九部の樂を增して十部（宜楽伎、清楽伎、西涼伎、天竺伎、高麗伎、亀茲伎、安國伎、疏

勒伎、高昌伎、康国伎）と為す。 

■［君集の大過を許す］君集之高昌を破る也，私に其の珍寶を取る。將士は之を知り，競いて盜竊を為し，

君集は禁ずる能わず，有司の劾する所と為り，詔して君集等を獄に下す。中書侍郎の岑文本は上疏し，以

為く、 

「高昌は昏迷し，陛下は君集等に命じて討ち而して之に克ち，旬日を逾えず，並びて大理に付く。君集等

は自ら網羅に掛かると雖も，恐らくは海內之人は陛下を疑いわん、唯だ其の過を錄して，而るに其の功を

遺れる也と。臣は聞く將に命じ師を出せば，敵に克つを主とし，苟くも能く敵に克てば，貪ると雖も賞す

可し。若し其の敗績すれば，廉なりと雖も誅す可し。是を以て漢之李廣利（21 巻漢武帝太初四年）、陳湯（29 巻

漢元帝竟寧元年），晉之王浚（81 巻晋武帝太康元年），隋之韓擒虎（177 巻隋文帝開皇九年）は皆な罪譴を負えども，人主

は其の功有るを以て，鹹な封賞を受ける。是に由り之を觀れば，將帥之臣は，廉慎なる者寡く，貪求なる

者衆し。（11-215p）是を以て黃石公の《軍勢》に曰く、『智を使い，勇を使い，貪を使い，愚を使い，故

に智者は其の功を立てるを樂しみ，勇者は其の志を行うを好み，貪者は其の利に趨くに急に，愚者は其の

死を計らず。』伏して願わくは其の微勞を錄し，其の大過を忘れ，君集をして重ねて朝列に升り，復た驅

馳を備わら使めば，清貞之臣に非ずと雖も，猶ほ貪愚之將を得，斯れ則ち陛下は法に屈すと雖も而も德は

彌々顯われ，君集等は宥を蒙ると雖も而して過ち更に彰れん矣。」 

上は乃ち之を釋す。 

■［魏徴は人が報いるを語る］又た告げる者有り、 

「薛萬均は高昌の婦女に私通する」 

と，萬均は服さず，內に高昌の婦女を出して大理に付し，萬均と對辯せしめ，魏徵は諫めて曰く、 

「臣は聞く、『君は臣を使うに禮を以てし，臣は君に事えるに忠を以てす。』（論語蜂佾篇にあり。孔子は魯の定公

に答えるの言）今大將軍をして遣わして亡國の婦女と帷箔之私を對辯せしめ，實なれば則ち得る所の者は輕

く，虛なれば則ち失う所の者は重し。昔秦の穆（秦の穆公は馬を岐山の下に亡う。野人は得て共に之を食う者三百人。吏は

遂いて得、之を法にせんと欲す。公は曰く、君子は畜を以て人を害せず。吾聞く、馬肉を食い、酒を飲まざれば人を傷うと。即ち之に酒

の飲ます。その後穆公は晋を伐つ。三百人の者は穆公が晋に囲まれるを聞き、鋒を推し死を争い、以て馬を食うの徳に報いる。是に於い

て穆公は晋公を獲て以て帰る）は馬を盜む之士に飲ませ，楚の莊（楚の莊王は群臣に酒を賜る。日暮れ酒酣にして燭滅ゆ。美

人の衣を引く者あり。美人援ひて其の冠纓を絶つ。王に告げ、火を趣し、来たり上りて、纓を絶つ者を視しむ。王曰く、人に酒を賜い、

酔うて禮を失わしむ。奈何ぞ婦人の節を顕かさんと欲して士とを辱めんやと。即ち左右に命じて曰く、今日寡人と飲み、冠纓を絶たざる
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者は歓せずと。群臣は皆其のを絶ち去る。而して火を上せ、歓を盡して罷む。後に晋と楚と戦う。一臣有り、常に前に在り、五たび合い

五たび首を獲、敵を却け、卒に之に勝つ。荘王は怪しみて問う。乃ち夜、纓を絶ちし者、王に報いしなり）は纓を絕てる之罪を赦

す，況んや陛下は道は堯、舜より高く，而して曾ち二君に之れ逮ばざる乎！」 

上は遽に之を釋す。 

■侯君集の馬は［虫中］顙（額のできもの）を病み，行軍總管の趙元楷は親ら指を以て其の膿を沾し而して之

を嗅ぎ，御史は其の諂うを劾奏し，括州刺史（永嘉郡に隋の開皇九年に處州を置く、十三年に改めて栝州と曰う）に左遷

す。 

■［阿史那社爾は廉慎］高昌之平ぐる也，諸將は皆な即ち賞を受け，行軍總管の阿史那社爾は敕旨無きを

以て，獨り受けず，別敕既に下るに及び，乃ち之を受け，取る所は唯だ老弱故弊而して已む。上は其の廉

慎を嘉みし，高昌の得る所の寶刀及び雜彩千段を以て之に賜う。 

■癸卯（39-29+1=１１日），上は樊川（御宿川、萬年県の南 35里）に獵す。乙巳（41-29+1=１３日），宮に還る。 

■［魏徵は上疏、大臣小臣］魏徵は上疏して，以為く、 

「在朝の群臣は，樞機之寄に當る者は，之に任ずるに重きと雖も，之を信じること未だ篤からず，是を以

て人或は自ら疑い，心は苟且を懷う。陛下は大事に寬に，小罪に急に，時に臨みて責怒し，未だ愛憎を免

れず。夫れ大臣に委ねるに大體を以てし，小臣を責めるに小事を以てするは，治を為す之道也。今之を委

ねるに職を以てすは，則ち大臣を重んじ而して小臣を輕んず。有事に至れば，則ち小臣を信じ而して大臣

を疑う。其の輕んじる所を信じ，其の重んずる所を疑うは，將に治を致すを求めんとするも，其の得可け

ん乎！若し任じるに大官を以てし，其の細過を求めれば，刀筆之吏は，旨に順いて風を承（続は成）け，文

を舞わし法を弄び，其の罪を曲成せん。自ら陳ずる也，則ち心辜に伏せずと以為う。言わざる也，則ち犯

す所皆な實なると以為う。進退は惟れ谷なり，能く自ら明かにする莫し，則ち苟くも禍いを免かるるを求

めれば，矯偽は俗を成す矣。」 

上は之を納る。 

■上は侍臣に謂って曰く、 

「朕は天下を平定すと雖も，其の守る之甚だ難し。」 

魏徵は對えて曰く、 

「臣は聞く戰いて勝つは易く，守りて勝つは難し，陛下之此の言に及ぶは，宗廟社稷之福也！」 

■［張玄素の太子諫爭］上は右庶子の張玄素が東宮に在りて數々諫爭するを聞き，擢んでて銀青光祿大夫

と為し，左庶子を行わしむ。太子は嘗て宮中に於いて鼓を擊ち，玄素は閣を叩いて切諫す。太子は其の鼓

を出だし，玄素に對して之を毀す。太子は久しく出でて官屬を見ず，玄素は諫めて曰く、 

「朝廷は俊賢を選んで以て至德を輔ける，今動もすれば時月を經，宮臣を見ず，將に何を以て萬一を裨益

せんや！且つ宮中は唯だ婦人有り，知らず能く樊姬（楚の荘王の姫。荘王は畋を好む。樊姬は為に禽獣の肉を食わず。虞

丘子を鄙しみ笑う。虞丘子は之を愧じ、孫叔敖を進めて相と為す。荘王は以て覇たり）の如き者有り乎？」 

太子は聽かず。 

■［帝は玄素の出所を問う、褚遂良諫める］玄素は少きとき刑部令史為り，上は嘗て朝臣に對して之に問

いて曰く、 

「卿は隋の何の官に在るや？」 

對えて曰く、 

「縣尉なり。」 
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又た問う、 

「未だ尉と為らざるの時は何の官や？」 

對えて曰く、 

「流外なり。」 

又た問う、 

「何の曹ぞ？」 

玄素は之を恥じ，閣を出殆んど步む能わず，色は死灰の如し。諫議大夫の褚遂良（初め薛挙に事える。武徳中に

文学館学士となる）は上疏して，以為く、 

「君は能く其の臣を禮すれば，乃ち能く其の力を盡くす。玄素は寒微に出でると雖も，陛下は其の才を重

んじ，擢んでて三品に至り，皇儲を翼贊せしむ，豈に復た群臣に對して其の門戶を窮める可けんや！宿昔

之恩を棄て，一朝之恥を成す，之をして懷に鬱結せ使めば，何を以てか其の節に伏し義に死するを責めん

乎！」 

上は曰く 

「朕も亦た此の問いを悔いる，卿の疏は深く我が心に會う。」 

遂良は，亮之子也。孫伏伽は玄素と隋に在りて皆な令史為り，伏伽は或は廣坐に於いて自ら往事を陳べ，

一に隱す所無し。 

■［刺使をみだりに罰せず］戴州刺史の賈崇は所部に十惡（謀反・謀大逆・謀叛・悪逆・不道・大不敬・不孝・不睦・

不義・内乱）を犯す者有るを以て，御史は之を劾す。上は曰く、 

「昔唐、虞は大聖にして，貴きこと天子為れども，其の子を化す能わず。況んや崇は刺史為り，獨り能く

其の民をして比屋善を為さ使めん乎！若し是に坐して貶黜すれば，則ち州縣は互いに相い掩蔽し，罪人

を縱捨せん。自今諸州十惡を犯す者有れば，刺史を劾する勿れ，但だ明かに糾察を加え，法の如く罪を施

さ令め，庶わくは以て奸惡を肅清する耳。」 

■［大將軍に中郎將等を杖たしむ］上は自ら臨みて兵を治め，部陳の整わざるを以て，大將軍の張士貴に

命じて中郎將等を杖たしむ。其の杖の輕きを怒り，士貴を吏に下す。魏徵は諫めて曰く、 

「將軍之職は，國の爪牙と為す。之をして杖を執ら使むは，已に後の法に非ず，況んや杖の輕きを以て吏

に下すを乎！」 

上は亟に之を釋す。 

■［親政の限界］事を言う者は多く上が親ら表奏を覽るを請い，以て壅蔽を防がんとす。上は以て魏徵に

問い，對えて曰く、 

「斯の人は大體を知らず，必が陛下をして一一之を親使めば，豈に惟だ朝堂のみならず，（11-217p）州縣

之事も亦た當に之を親らすべし矣。」 
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